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D 15 胴 部 体 表 面 形状 か ら み た婦 人 衣 服 パ タ ーン 構 成 に 関 する 研 究

（ 第1  報 ）　 前 胴 部 体 表面 展 開 図 の 構成 に つ いて

三 重 大 学 教 育　 ○ 増 田 智 恵　　 奈良 女 子 大 学 家 政　 今岡 春 樹

【 目 的 】 情 報 処 理 技術 の 発 展 ま た 人 間 の パ ーソ ナリ テ ィ を 優先 し た ラ イフ ス タ イル から は. 今 後，

衣服 生 産 も フ ァ ッ シ ョ ン と とも に サ イ ズ に お い ても 個 性 化 に 対 応 し た パ タ ーン 作 成 方 法 が望 ま れ る。
そこ で， 従来 の 平 面 製図 を 発 展し て， 多 数 の 人 体 寸 法 を 使用 す るこ と で 個 々に 週 合し た 型 紙 の 自 動

製図 を 試 み， 一 応 の 成果 を 得 た が， 個 々の 体 形 は 複 雑 で あ り 人 体 寸 法 だ け で は 構 成し き れ な い 部 位

も あ る よ う に 感 じ た。 衣 服 とし て の 人 体 へ の 適 合 性， 造形 性を 考 え る と， 三 次元 の人 体 を バ ラ ン ス

よ く 覆う 衣 服 面 と し て の 構 成 条 件 を
■ 従来 の

平 面 製 図 も 踏 まえ て， 体 形 要 素 十 密 着 衣 服 面 構 成 要 素
な ど から 究 明 し， ま ず 体 形 か ら の 衣 服 造形 方 法 を 導 き たい と 考え て い る。 第１ 報 で は， 密 着 衣 と し

て 青 年女 子 の 前 胴 部 体 表 面 展 開 図 を 作 成し， こ の 体 形 に よ る 平面 構 成 の 特 徴を 把 握し， 衣 服 の 構 成

面 と 体 形 に よ る そ の 構 成 要 因 に つ い て 示 唆 を 得 た の で 報 告 す る。

【 方 法 】 被 験 者 は 平 均 年 齢l9.3 盧 の 女 子50 名。 右前 嗣 部 体 表 面 に 基 準 線［ﾖ ］:頚 付 根 線 ，肩 線 ，胸 幅 線
，乳 頭 位胸 囲 線, 胴 囲 線　ﾀﾃ:前 正 中 線 ，乳頭 線 ，前 銀 線 ，脇 線 ，腕 付 根 線 ）を 描 き ，石 膏 包 帯 で 体 形 を 採 取，

表 面 の 任 意 の ヒ ース 形 状 を 不 織布 に写 し て， 衣 服－ 型 に 近 い 状 態 に 平 面 展 開 図 を 作 成 し た。　人 体と

平 面 図 の 基 準 線 寸 法 ・ 形 状 等 と を 比 較 検 討 し， 衣 服 の 体 形 か ら の 構 成 要 因 を 個 体 差 も 含 め 考 究 す る。

【 結果 】I. 平 面 図 各 ビ ー ズ 間 にa 体形 に よ り 種 々 の 間 隙 が 生 じ た。 ヨ コ の 胸 幅 線 で は 全 体 に 分 散 す
る が（x ＝i .81CI11）， 側 部で の 間 隙 割 合 が 多 い。 胴 囲 線 は又＝7.73ciiiの バ スト ダ ーツ に も 匹 敵 す る 大 きな

一 つ の間 隙 が， ま た乳 頭 位 胸 囲 線 にも 体形 に よ り 側 部 に 間 隙 が出 現し た。 タ テ の 前正 中 線 で は 乳 頭

付 近 まで の 短 い 問 隙 がX=l  .80CI11あ り， 他 に 上 部 胸 囲 付 近 に･9 名 で は あ る が 腕 付 根 線 ま で 至 る 割 合大

き な 間隙（T=2.82ciii）が 発 生し， 腕 付 根 線でii  28名 が 前肩 部に7 ＝0.75cin,    膝 宮 部に タ テ に10 名 だ がOf＝

0.81cinの 間 隙 が 表出 す る 体 形 も あ っ た。2. 展 開 図 の 間 隙 は 平 面 で の 人 体 立 体 構 成 要因 で あ<0, 成人
女 子 で の 表 出 傾 向 が 確 認 ’さ れ,   体形 に よ る 大 きさ･ 表出 部 位 の 個 体 差 も みら れ た。3. こ れ ら の 体 形

の バ ラ ン ス に よ る 平 面 構 成 理 論 を 求 め る こ と で， 個 々 に 適し た パ タ ーン 作 成 条 件 が 示 唆 さ れ， 乳 房
の 立 体 性 は， 上 脇 部 て は タテ の 乳 頭 線 と 前 諸 線 と の 差 が 胴 囲 線 間 隙 に 寄 与し， ヨ コ の 乳 頭 位 胸 囲 と

胸 幅 と の 差 は 胸 幅 線 間 隙 と な る。 下 脇 部 で は こ の四 角,面 を 構 成 する タ テ・ ヨ コ の 四 辺 長 の 差 に よ り

胴 囲 線 間 隙 が 表 出 す る こ と からt 四 辺 長 か ら 間 隙 量 を 求 め る こ と も 可 能 と な っ た。

５月24日（日）第１会場　午後1:30～3:45

D 16 乳 幼児 衣料の表示 に関する諸 問題と着 衣実 態につい ての研究（ 第1  報）

一調査の概要と資 料の特性 について 一

文 化女大　 ○三 吉満智子　　 甲南女大　 木岡悦子　　 静 岡大　 大村知 子

東海学園女短 大　 辻　 啓子　　 相模女 大　 永井 房子　　 椙山女学園 大　 中保 淑子

京都女大　 福井弥生　　 大妻女 大人 間生科研　 布施谷 節子

目 的　1989 年 の成 人衣料 調査を 踏まえ て、 乳幼児衣 料に特異な 表示に関する 問題や 着衣の

実 態を明ら かにす る目的 で一連の調査・ 研究 を 行っ た．

方 法　 本研究 では質問紙 法によ る調査と、 衣料 の試買． 着用テ スト を 行っ た． 質問 紙法は

1990 年11 月 ～12 月を調査 期間とし,    0～24 ヵ月児 の保護者を回答 者とし て、 留置 法ま たは面

接法により、 被服構成学 部会員 によっ て実施し た． 調査地域 は34 都道 府県 である． 調査内

容は①サ イズ・ 品質表示 に関する14 項目、 ②当 日の着衣に関 する実態 調査35 項目、 ③サイ

ズ適合に関 する問題点、 処置等に つい て25 項目, ④フ ェ イスシ ート21 項目であ る．　ま た試

員・ 着用テ スト は1991 年10 月． 数 社の既製服上・ 下衣の サイズ80,    90につい て、 表示と衣

服寸 法、 身体への 適合、 適応． 洗 濯による 収縮その他に つい て 検討し た．

結果　1) 質問紙によ る調査 者は222 名、回答 回収数は1049, その内 有効回答は1014 であっ た．

対象 児の男女はほ ぼ同数． 月齢はOヶ月 が少ないもの の,    8ヶ月ご とに４ 区分し た グル ープ で

はほ ぼ均等 であっ た． 地域 的なかたより は、 関東地 区が約35 ％と最も多く． 次い で関西.

中部であ り、 他地域はやや 少ない．1) 家 庭状況は． い わ ゆる サラリ ーマン 家庭 が80% を占

めており、 父親の年齢は30 代が約7O ％. 母親は20 代-    30代 が45 ％,    52％であ る．　母親の就

業率は約30%, 昼間の主 たる保育 者では． 母 親が約10 ％となっ ている．　世帯 の年収平均は

約600 万 円、 祖父母同 居世帯は約20 ％であ る．
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